
品川区立就学前乳幼児教育施設の指定管理者の選定について

１ 管理を行わせる施設

名 称：品川区立就学前乳幼児教育施設（ぷりすくーる西五反田）

所在地：品川区西五反田三丁目９番９号

２ 指定管理者候補者

  名 称：特定非営利活動法人 子育て品川

  所在地：品川区小山台１丁目２８番４号

  代表者：代表理事 松尾 和英

３ 指定期間

 平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日までの５年間

４ 候補者の選定方式

（１）指定管理者候補者の選定にあたっては、「品川区指定管理者制度活用に係る

基本方針」及び「品川区指定管理者制度活用に係る指針」に基づき、公募方

式によらず現行の指定管理者である特定非営利活動法人 子育て品川を候

補者として特定し審査を行った。 

（２）理由

本施設には、保育所機能と幼児教育機能の相互の特色を活かした乳幼児教育

施設として一体的に一貫した事業展開と継続性が求められる。 

現指定管理者は、乳幼児の健全育成と就学前教育を推進し、平成 16 年 6 月 1

日から平成 31 年 3 月 31 日までの 3 期、計 15 年度に亘り継続的かつ安定し

た園の運営をおこなってきた。この間の実績は十分に評価できることから、

候補者として特定することとした。 



５ 審査の経緯

（１）「品川区子ども未来部公の施設の指定管理者選定委員会設置要綱」に基づき

選定委員会を開催し、特定非営利活動法人子育て品川の申請内容について、

「品川区立就学前乳幼児教育施設条例第１５条第２項」に定める選定基準に

基づき審査した結果、同法人を指定管理者候補者とすることを決定した。 

（２）選定委員会の構成 

    委員長 子ども未来部長

委 員 企画部企画調整課長

    委 員 子ども未来部子ども育成課長

    委 員 子ども未来部保育課長

    委 員 子ども未来部保育施設調整担当課長

    委 員 子ども未来部保育支援課長

６ 選定理由

（１）これまで 15 年間にわたり、乳幼児教育における質の高い保育・教育実績の

提供をしてきた。 

（２）今後も、継続し安定した就学前乳幼児教育を提供する人員配置と財務状況で

ある。 

（３）伝統文化の継承や国際理解教育に関する保育内容、交流事業の開催などの特

色ある取組みがある。 

（４）地域子育て支援センター、生活支援型一時保育の一体的運営により、乳幼児

教育の充実と子育て環境の向上に継続的に寄与している。 

以上のことから、指定管理者候補者として適当であると判断した。



品川区立東大井地域密着型多機能ホームの指定管理者の選定について 

１ 管理を行わせる施設 

名 称：品川区立東大井地域密着型多機能ホーム 

所在地：東京都品川区東大井５丁目８番１２号 

２ 指定管理者候補者 

名 称：株式会社 大起エンゼルヘルプ 

所在地：東京都荒川区東尾久１丁目1番４号５階 

代表者：代表取締役  小林 由憲 

３ 指定期間 

平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日までの５年間 

４ 候補者の選定方式 

（１）指定管理者候補者の選定にあたっては、「品川区指定管理者制度活用に係る基本

方針」及び「品川区指定管理者制度活用に係る指針」に基づき、公募方式によ

らず現行の指定管理者である株式会社大起エンゼルヘルプを選定候補者として

特定し審査を行なった。 

（２）理 由  

現指定管理者である株式会社 大起エンゼルヘルプは、平成２１年４月からこ

れまで、品川区立東大井地域密着型多機能ホームの指定管理業務を受託し、安

定的かつ適切に施設運営を行ってきた実績がある。 

この間の実績を踏まえ､現指定管理者を候補者として特定することとした。 

５ 審査の経緯 

（１）「品川区福祉部公の施設の指定管理者選定委員会設置要綱」に基づき、選定委員

会を開催し、株式会社 大起エンゼルヘルプの提案内容について、選定委員会

が「福祉部公の施設の指定管理者候補者選考基準」に基づき審査した結果、同

法人を指定管理者候補者とすることを決定した。 



（２）選定委員会の構成 

委員長：福祉部長 

委  員：福祉部福祉計画課長 

委  員：福祉部高齢者福祉課長 

委  員：福祉部障害者福祉課長 

委  員：福祉部障害者施策推進担当課長 

委  員：品川区保健所荏原保健センター長 

委  員：企画部企画調整課長 

６ 選定理由 

（１）株式会社 大起エンゼルヘルプは、多くの高齢者介護事業を長年にわたり運営

してきた実績ある法人であること。 

（２）指定期間中、利用者の個性を重視したケアの実践や品川保育園と合同の防災訓

練の実施、地域行事の開催にも積極的であり、サービスの向上に取り組むとと

もに、地域に根差した施設運営に配慮されていること。 

（３）施設の適切な維持・管理、サービスを安定して行うための能力を有しているこ

と。 

以上のことから、指定管理者候補者として適当であると判断した。 



品川区立平塚高齢者多世代交流支援施設の指定管理者の選定について 

１ 管理を行わせる施設 

  名 称：品川区立平塚高齢者多世代交流支援施設 

  所在地：東京都品川区平塚二丁目１０番２０号 

２ 指定管理者候補者 

  名 称：社会福祉法人 福栄会 

  所在地：東京都品川区東品川三丁目１番８号 

  代表者：理事長 野村 寛 

３ 指定期間 

 平成３１年３月１日から平成３６年２月２９日までの５年間 

４ 候補者の選定方式 

（１）公募型プロポーザル方式により選定した運営事業者を指定管理者候補者とし

て特定し、審査を行った。 

（２）理 由 

選定過程を透明化しつつ、かつ最も優良な事業者を選定するため。 

５ 審査の経緯 

（１）「品川区福祉部公の施設の指定管理者選定委員会設置要綱」に基づき、選定

委員会を開催し、社会福祉法人 福栄会の提案内容について、選定委員会が

「福祉部公の施設の指定管理者候補者選考基準」に基づき審査した結果、同

法人を指定管理者候補者とすることを決定した。 

（２）選定委員会の構成 

    委員長：福祉部長 

    委  員：福祉部福祉計画課長 

    委  員：福祉部高齢者地域支援課長 

    委  員：子ども未来部保育支援課長 

    委  員：企画部企画調整課長 

    委  員：企画部施設整備課長 



６ 選定理由 

（１）社会福祉法人 福栄会は、品川区内で高齢者・障害者・児童等、多くの社会

福祉施設を長年にわたり運営してきた経験・能力を有するとともに、財政基

盤も安定していること。 

（２）多世代交流事業の定期的開催や、介護予防事業における実施効果の可視化な

ど、世代間交流や高齢者の生きがいづくりのための事業実施を計画しており、

プログラムの充実と利用者のモチベーション向上を図るものと認められる

こと。 

（３）これまでの豊富な施設経営ノウハウから施設の適切な維持・管理が図られる

こと。また区の福祉施策や地域特性についても十分理解し、区との連携を円

滑に進めている実績がある法人であること。 

  以上のことから、指定管理者候補者として適当であると判断した。 



品川区立発達障害者支援施設の指定管理者の選定について 

１ 管理を行わせる施設 

 名 称：品川区立発達障害者支援施設 

 所在地：東京都品川区上大崎一丁目２０番１２号 

２ 指定管理者候補者 

 名 称：社会福祉法人 げんき 

 所在地：東京都品川区東大井五丁目２３番９－１１３号 

 代表者：理事長 杉本 照夫 

３ 指定期間 

 平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日までの５年間 

４ 候補者の選定方式および理由 

（１）指定管理者候補者の選定にあたっては、「品川区指定管理者制度活用に係る

基本方針」及び「品川区指定管理者制度活用に係る指針」に基づき、公募方

式によらず現行の指定管理者である社会福祉法人 げんきを選定候補者と

して特定し審査を行った。 

（２）理 由  

現指定管理者である社会福祉法人 げんきは、平成２６年４月からこれまで、

品川区立発達障害者支援施設の指定管理業務を受託し、安定的かつ適切に施

設運営を行ってきた実績がある。 

この間の実績を踏まえ､現指定管理者を候補者として特定することとした。 

５ 審査の経緯 

（１）「品川区福祉部公の施設の指定管理者選定委員会設置要綱」に基づき選定委

員会を開催した。事業計画書、事業報告書およびこれまでの取り組み等を選

定基準に基づき評価した上で、指定管理者としての適格性を審査し、指定管

理者候補者を選定した。 



 （２）選定委員会の構成 

    委員長：福祉部長 

    委 員：福祉部福祉計画課長 

    委 員：福祉部高齢者福祉課長 

委 員：福祉部障害者福祉課長 

委 員：福祉部障害者施策推進担当課長 

    委 員：企画部企画調整課長 

    委 員：品川区保健所荏原保健センター所長 

６ 選定理由 

（１）区立発達障害者支援施設の指定管理者候補者は、障害者福祉の高度な専門知

識を活用し、利用者へのきめ細やかな福祉サービスを提供した実績や、品川

区と一体的に障害者福祉へ寄与した実績のある法人である。 

（２）発達障害者支援に係る高い専門性を活かし、利用者の就労支援等きめ細かな

支援を行ってきた実績が認められる。就労継続支援Ｂ型事業においては積極

的に製品の販路拡大を行い、利用者の社会進出を支援している。成人期支援

事業では利用者の特性に配慮した丁寧な相談や専門機関との連携に努めて

いる。 

以上のことから、指定管理者候補者として適当であると判断した。 



品川区立上大崎つばさの家の指定管理者の選定について 

１ 管理を行わせる施設 

  名 称：品川区立上大崎つばさの家 

  所在地：東京都品川区上大崎一丁目２０番１２号 

２ 指定管理者候補者 

  名 称：社会福祉法人 げんき 

  所在地：東京都品川区東大井五丁目２３番９－１１３号 

  代表者：理事長 杉本 照夫 

３ 指定期間 

 平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日までの５年間 

４ 候補者の選定方式 

（１）指定管理者候補者の選定にあたっては、「品川区指定管理者制度活用に係る

基本方針」及び「品川区指定管理者制度活用に係る指針」に基づき、公募方

式によらず現行の指定管理者である社会福祉法人 げんきを選定候補者と

して特定し審査を行った。 

（２）理 由  

現指定管理者である社会福祉法人 げんきは、平成２６年４月からこれまで、

品川区立上大崎つばさの家の指定管理業務を受託し、安定的かつ適切に施設

運営を行ってきた実績がある。 

この間の実績を踏まえ､現指定管理者を候補者として特定することとした。 

５ 審査の経緯 

（１）「品川区福祉部公の施設の指定管理者選定委員会設置要綱」に基づき選定委

員会を開催した。事業計画書、事業報告書およびこれまでの取り組み等を選

定基準に基づき評価した上で、指定管理者としての適格性を審査し、指定管

理者候補者を選定した。 



（２）選定委員会の構成 

    委員長：福祉部長 

    委 員：福祉部福祉計画課長 

    委 員：福祉部高齢者福祉課長 

委 員：福祉部障害者福祉課長 

委 員：福祉部障害者施策推進担当課長 

    委 員：企画部企画調整課長 

    委 員：品川区保健所荏原保健センター所長 

６ 選定理由 

（１）区立上大崎つばさの家の指定管理者候補者は、障害者福祉の高度な専門知識

を活用し、利用者へのきめ細やかな福祉サービスを提供した実績や、品川区

と一体的に障害者福祉へ寄与した実績のある法人である。 

（２）利用者の心身状況に配慮し安定した生活支援を行い、信頼関係を構築してい

る。 

（３）利用者が町会行事に参加するなど、地域交流の支援も積極的に行っており、

地域に根差した運営を行ってきた実績が認められる。 

以上のことから、指定管理者候補者として適当であると判断した。 



品川区立心身障害者福祉会館の指定管理者の選定について 

１ 管理を行わせる施設 

  名 称：品川区立心身障害者福祉会館 

  所在地：東京都品川区旗の台五丁目２番２号 

２ 指定管理者候補者 

 名 称：社会福祉法人 品川総合福祉センター 

  所在地：東京都品川区八潮五丁目１番１号 

  代表者：理事長 市原 勝祐 

３ 指定期間 

 平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日までの５年間 

４ 候補者の選定方式 

（１）指定管理者候補者の選定にあたっては、公募型プロポーザル方式により事業

者を公募したうえで、審査を行った。 

（２）理由 

選定過程を透明化し、かつ、最も優良な事業者を選定するため。 

５ 審査の経緯 

（１）公募の結果、応募事業者は２事業者であった。うち、１事業者は辞退した。 

（２）「品川区福祉部公の施設の指定管理者選定委員会設置要綱」に基づき選定委

員会を開催した。事業計画書、事業報告書およびこれまでの取り組み等を選

定基準に基づき評価した上で、指定管理者としての適格性を審査し、指定管

理者候補者を選定した。  



（３）選定委員会の構成 

    委員長：福祉部長 

    委 員：福祉部福祉計画課長 

    委 員：福祉部高齢者福祉課長 

委 員：福祉部障害者福祉課長 

委 員：福祉部障害者施策推進担当課長 

    委 員：企画部企画調整課長 

    委 員：品川区保健所荏原保健センター所長 

 ６ 選定理由 

（１）区立心身障害者福祉会館の指定管理者候補者は、現指定管理者として当該

施設を長年にわたり運営しており、区の障害者福祉施策について理解し、

区との協力体制に基づき障害者福祉へ寄与してきた実績が認められる。 

（２）障害者のボランティア団体の活動の場として地域と連携して運営を行って

いる。 

（３）法人として中期経営計画を策定し、サービス向上に向けての取組みが認め

られる。 

以上のことから、指定管理者候補者として適当であると判断した。 



品川区立健康センターの指定管理者の選定について 

１ 管理を行わせる施設 

（１）名 称：品川区立品川健康センター 

所在地：品川区北品川三丁目１１番２２号 

（２）名 称：品川区立荏原健康センター 

所在地：品川区荏原二丁目９番６号 

２ 指定管理者候補者 

  名  称：住友不動産エスフォルタ・ＮＴＴファシリティーズ共同事業体

代表団体：住友不動産エスフォルタ株式会社

所 在 地：東京都新宿区西新宿二丁目６番１号

代 表 者：代表取締役  月村 繁雄

３ 指定期間 

 平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日までの５年間

４ 候補者の選定方式 

（１）指定管理者候補者の選定にあたっては、公募型プロポーザル方式により、事

業者を公募したうえで、審査を行った。 

（２）理由

選定過程を透明化し、かつ、最も優良な事業者を選定するため。 

５ 審査の経緯 

（１）公募の結果、応募事業者は３事業者であった。 

（２）「品川区健康推進部公の施設の指定管理者選定委員会設置要綱」に基づき選

定委員会を開催し、応募事業者の提案内容について、選定委員会が「品川区

立健康センター指定管理者候補者選考基準」に基づき審査した結果、住友不

動産エスフォルタ・ＮＴＴファシリティーズ共同事業体を指定管理者候補者

とすることを決定した。 



（３）選定委員会の構成

    委員長 健康推進部長

委 員 健康推進部健康課長

    委 員 企画部企画調整課長

委 員 文化スポーツ推進部スポーツ推進課長

委 員 品川区保健所品川保健センター所長

６ 選定理由 

（１）選定委員会の評価が最も高く、地域に根差した質の高い事業展開が期待でき

ること。 

（２）運動実践から個人の交流まで、区民の健康づくりを支える施設として、区の

基本構想を踏まえた提案内容であったこと。 

（３）光熱水費の経費削減を図る提案内容であったこと。 

以上のことから、指定管理者候補者として適当であると判断した。



品川区立障害児者総合支援施設の指定管理者の選定について 

１ 管理を行わせる施設 

 名 称：品川区立障害児者総合支援施設 

 所在地：東京都品川区南品川三丁目７番７号 

２ 指定管理者候補者 

⑴  品川区立障害児者総合支援施設条例第４条１項の１および３に定める事業 

   名 称 社会福祉法人ゆうゆう 

   代表者 理事長 大原 裕介 

   所在地 北海道石狩郡当別町六軒町７０番地１８ 

 ⑵ 品川区立障害児者総合支援施設条例第４条１項の２に定める事業 

   名 称 社会福祉法人グロー 

   代表者 理事長 北岡 賢剛 

   所在地 滋賀県近江八幡市安土町下豊浦４８３７番地２ 

⑵  品川区立障害児者総合支援施設条例第４条１項の４に定める事業 

   名 称 社会福祉法人愛成会 

   代表者 理事長 井上 庸一 

   所在地 東京都中野区中野五丁目２６番１８号 

３ 指定期間 

 令和元年１０月１日から令和４年９月３０日までの３年間 

４ 候補者の選定方式および理由 

（１）指定管理者候補者の選定にあたっては、「品川区指定管理者制度活用に係る

基本方針」及び「品川区指定管理者制度活用に係る指針」に基づき、公募方

式によらず、施設内の３事業部分について、社会福祉法人ゆうゆう、社会福

祉法人グロー、社会福祉法人愛成会の３法人を選定候補者として特定し審査

を行った。 

（２）理 由  

社会福祉法人ゆうゆう、社会福祉法人グロー、社会福祉法人愛成会は、それ

ぞれ障害分野において十分な実績があり、利用者をはじめ、施設の近隣地域

からの多くの信頼を得ている。また、今回の施設開設にあたり、実施計画策

定・設計実施・管理運営までを含めた案を公募しプロポーザルを実施、応募



のあった２者の中から区の運営方針に合致した計画内容として選定した法

人である。 

以上の点を踏まえ､上記の３法人を候補者として特定することとした。 

５ 審査の経緯 

（１）「品川区福祉部公の施設の指定管理者選定委員会設置要綱」に基づき選定委

員会を開催した。事業計画書、事業報告書およびこれまでの取り組み等を選

定基準に基づき評価した上で、指定管理者としての適格性を審査し、指定管

理者候補者を選定した。 

 （２）選定委員会の構成 

    委員長：福祉部長 

    委 員：企画部企画調整課長 

   委 員：企画部施設整備課長 

    委 員：福祉部福祉計画課長 

    委 員：福祉部高齢者福祉課長 

委 員：福祉部障害者福祉課長 

委 員：福祉部障害者施策推進担当課長 

    委 員：子ども未来部保育課長 

    委 員：品川区保健所品川保健センター所長 

６ 選定理由 

（１）社会福祉法人ゆうゆうは、障害児通所支援事業等の運営の経験やノウハウが

あり、指定管理中の品川児童学園では、地元自治会や近隣の保育園等と積

極的に交流するなど、地域に根ざし開かれた施設運営を期待できること。 

（２）社会福祉法人グローは、区内で拠点相談支援センターを運営し、利用者や家

族のニーズに対応し、個々の障害特性に即したきめ細やかな支援を行って

おり、これまでの経験やノウハウを活かした良質な運営が期待できること。 

（３）社会福祉法人愛成会は、他自治体において複数の障害福祉サービス事業所の

運営し、利用者個々の障害特性に応じた適切な生活介護や短期入所などを提

供してきた実績があり、これまでの経験やノウハウを活かした良質な運営が

期待できること。 

以上のことから、指定管理者候補者として適当であると判断した。 


